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―
一
九
〇
四
年
の
『
癸
卯
旅
行
記
』
を
中
心
に
―

は
じ
め
に

清
末
の
激
動
期
に
、
単
士
釐
（
一
八
五
八

－
一
九
四
五
）
は
外
交
官
の
夫
人
と
し
て
、
一
九
〇
三
年
の
三
月
、
夫
の
銭
恂
（
一
八
五
三

－

一

九
二
七
）
と
と
も
に
、
日
本
、
中
国
、
朝
鮮
、
ロ
シ
ア
の
四
カ
国
の
旅
行
に
出
発
し
た
。
彼
女
が
こ
の
旅
で
の
見
聞
を
綴
っ
た
『
癸
卯
旅

行
記
』
は
、
近
代
中
国
史
上
最
初
の
女
子
に
よ
る
出
国
記
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
単
士
釐
に
つ
い
て
、
谷
川
栄
子
氏
は
、
中
国
近
代
女
性

史
研
究
の
視
点
か
ら
、
単
士
釐
の
女
性
観
及
び
彼
女
の
見
た
日
本
、
朝
鮮
、
ロ
シ
ア
の
現
状
を
考
察
し
て
い
る（

１
）。
ま
た
筆
者
は
以
前
、

単
士
釐
と
西
洋
を
模
範
と
し
た
明
治
の
日
本
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
単
士
釐
に
関
す
る
研
究
は
、
主
と
し
て
彼
女
が

日
本
、
朝
鮮
、
ロ
シ
ア
の
自
然
環
境
、
近
代
産
業
、
教
育
制
度
、
鉄
道
敷
設
を
い
か
に
捉
え
て
い
た
か
を
論
じ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

単
士
釐
は
『
癸
卯
旅
行
記
』
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
日
本
と
ロ
シ
ア
の
社
会
の
実
情
の
み
に
強
い
興
味
を
示
し
て
い
た
わ
け
で
は
な

い
。
と
い
う
の
は
、
四
カ
国
へ
の
旅
行
に
出
発
す
る
前
の
一
八
九
九
年
か
ら
一
九
〇
三
年
に
か
け
て
、
単
士
釐
は
日
本
に
長
期
滞
在
し

て
い
た
た
め
、
日
露
両
国
人
の
気
質
や
文
化
的
差
異
も
、
自
ず
と
彼
女
の
観
察
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
い
っ
た
い
、
単
士
釐
は
ロ
シ

ア
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
、
ま
た
こ
れ
と
対
比
し
て
、
中
国
の
現
状
を
如
何
に
捉
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
日
本
語
が
堪
能

な
単
士
釐
は
、
ロ
シ
ア
を
訪
れ
る
前
に
、
す
で
に
福
島
安
正
の
『
単
騎
遠
征
録
』
や
田
辺
朔
郎
の
『
西
伯
利
鉄
道
』
と
い
っ
た
シ
ベ
リ

ア
踏
破
の
書
物
を
読
み
耽
っ
て
い
た
が
、
日
本
で
の
滞
在
経
験
や
日
本
人
の
著
作
は
、
彼
女
の
『
癸
卯
旅
行
記
』
に
ど
の
よ
う
に
反
映

さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
論
文
は
単
士
釐
に
関
す
る
先
行
研
究
を
踏
ま
え
つ
つ
、
以
上
に
述
べ
た
問
題
の
解
明
と
共
に
、
清
末
の
海
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外
旅
行
記
の
中
で
の
『
癸
卯
旅
行
記
』
の
位
置
づ
け
、
及
び
そ
の
時
代
的
意
義
を
も
併
せ
て
探
る
も
の
で
あ
る
。

因
み
に
二
〇
一
〇
年
、
中
国
近
代
史
研
究
者
の
鈴
木
智
夫
氏
は
、『
癸
卯
旅
行
記
』
に
現
れ
る
地
名
、
人
名
、
歴
史
事
件
に
詳
細
な
注

を
施
し
た（

２
）。

以
下
、『
癸
卯
旅
行
記
』
の
日
本
語
訳
は
鈴
木
氏
の
訳
に
拠
り
、
年
数
表
記
は
す
べ
て
西
暦
で
記
す
こ
と
と
す
る
。

一
、
清
代
に
お
け
る
ロ
シ
ア
紀
行
の
系
譜

清
の
朝
廷
が
初
め
て
積
極
的
に
官
僚
を
派
遣
し
、
西
洋
の
政
治
や
社
会
を
直
接
観
察
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
一
八
六
〇
年
代
以
降
の

こ
と
で
あ
る（

３
）。
西
方
列
強
に
よ
る
蚕
食
の
脅
威
が
目
前
に
迫
っ
た
一
八
七
〇
年
代
後
半
、
清
朝
は
よ
う
や
く
「
常
駐
外
交
使
節
」
の
制

度
を
導
入
し
外
交
官
を
各
国
に
派
遣
し
た
。
一
八
七
六
年
に
派
遣
さ
れ
た
駐
英
公
使
郭
嵩
燾
や
、
一
八
七
七
年
に
駐
日
公
使
と
な
っ
た

何
如
璋
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
日
記
を
遺
し
て
い
る
。
そ
れ
が
郭
嵩
燾
『
使
西
紀
程
』
と
何
如
璋
『
使
東
述
略
』
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
を
題
材

と
し
た
清
代
知
識
人
の
旅
行
記
も
、
世
界
情
勢
へ
の
関
心
や
中
国
の
富
強
の
要
求
が
高
ま
る
時
代
的
な
雰
囲
気
の
中
で
、
次
々
と
登
場

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
ず
、
一
九
〇
四
年
に
出
版
さ
れ
た
『
癸
卯
旅
行
記（
４
）』

以
前
の
、
男
性
知
識
人
の
手
に
な
る
ロ
シ
ア
旅
行
記
を
見
て
み
よ
う
。
外
国

事
情
の
紹
介
や
中
国
辺
境
を
め
ぐ
る
争
い
へ
の
関
心
を
喚
起
す
る
と
い
う
目
的
の
た
め
、
王
錫
祺
（
一
八
五
五

－

一
九
一
三
）
は
『
小
方
壷

斎
輿
地
叢
鈔
』（
光
緒
十
七
年
）、
同
『
補
編
』（
光
緒
二
十
年
）、
同
『
再
補
編
』（
光
緒
二
十
三
年
）
と
い
う
浩
瀚
な
輿
地
叢
書
の
編
集
に
携
わ
っ

て
い
る
。
こ
の
『
小
方
壷
斎
輿
地
叢
鈔
』
を
は
じ
め
と
す
る
叢
書
に
よ
れ
ば
、
ロ
シ
ア
の
「
形
勢
考
」、「
源
流
考
」、「
疆
域
考
」
な
ど

と
い
っ
た
客
観
的
な
考
証
を
除
け
ば
、
清
代
の
知
識
人
が
書
い
た
ロ
シ
ア
へ
の
旅
日
記
に
は
凡
そ
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
図
理

琛
『
異
域
録
』、
張
鵬
翮
『
奉
使
俄
羅
斯
日
記
』、
銭
良
擇
『
出
塞
紀
略
』、
丁
寿
祺
『
海
隅
従
事
録
』、
張
徳
彝
『
使
俄
日
記
』、
曾
紀
澤

『
金
軺
籌
筆
』、
繆
祐
孫
『
俄
遊
日
記
』、
王
之
春
『
使
俄
草
』
で
あ
る
。

上
記
の
著
作
中
、
王
之
春
の
『
使
俄
草
』
だ
け
が
『
補
編
』
第
三
帙
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
ほ
か
は
す
べ
て
『
小
方
壷
斎
輿
地

叢
鈔
』
第
三
帙
に
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
著
者
た
ち
の
身
分
は
清
朝
の
対
外
公
使
、
或
い
は
在
外
公
使
館
の
随
員
や
参
賛
（
書
記
官
）
で

あ
っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
実
は
、
光
緒
三
年
（
一
八
七
七
）
の
総
理
衙
門
の
上
奏
に
よ
れ
ば
、
公
使
の
職
の
虚
設
を
防
ぐ
た
め
に
、
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出
使
大
臣
は
総
理
衙
門
に
日
記
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る（

５
）。
こ
れ
ら
の
使
節
が
日
記
に
記
し
た
の
は
、
殆
ど
が
駐

在
の
間
に
出
会
っ
た
人
物
や
、
そ
の
国
の
独
特
な
風
俗
習
慣
、
見
学
し
た
政
教
に
関
わ
る
施
設
な
ど
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
な

清
末
の
役
人
に
よ
る
い
わ
ば
公
的
な
日
記
は
、
も
と
も
と
文
学
的
意
図
の
も
と
に
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
外
国
と
の
交
渉
や
西
洋

の
制
度
・
文
物
を
克
明
に
記
録
し
て
お
こ
う
と
す
る
使
命
感
の
産
物
で
あ
っ
た
と
看
做
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
単
士
釐
の
『
癸
卯
旅
行
記
』
は
、
上
に
掲
げ
た
著
作
と
同
じ
よ
う
に
日
記
の
形
式
で
綴
ら
れ
て
い
る
。
女
性
に
よ
る
海

外
旅
日
記
は
、
上
記
の
男
性
知
識
人
の
著
作
と
比
べ
る
と
、
外
交
を
め
ぐ
る
問
題
や
外
国
使
節
と
の
交
渉
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
の
描
写

が
欠
け
て
い
る
の
は
勿
論
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、『
癸
卯
旅
行
記
』
の
銭
恂
の
題
記
に
「
方
今
、
女
学
漸
次
萌
り
、
女
智
、
漸
く

開
け
ば
、
必
ず
此
を
読
む
を
楽
し
む
者
有
ら
ん
」
と
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
中
国
女
性
の
啓
蒙
や
清
朝
の
発
展
に
つ
な
が
る
海
外
情
報

を
紹
介
す
る
目
的
か
ら
す
れ
ば
、『
癸
卯
旅
行
記
』
は
決
し
て
孤
立
し
た
存
在
で
は
な
く
、
や
は
り
異
文
化
に
急
速
に
接
し
た
清
末
に
著

さ
れ
た
海
外
旅
日
記
の
流
れ
に
連
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

二
、『
癸
卯
旅
行
記
』
に
お
け
る
日
露
比
較
の
視
野

と
こ
ろ
で
、
外
交
使
節
の
夫
人
で
あ
る
単
士
釐
は
、
ど
の
よ
う
に
ロ
シ
ア
を
観
察
し
、
ロ
シ
ア
人
の
「
気
質
」
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

な
認
識
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
を
探
る
前
に
、
ま
ず
、
一
九
〇
三
年
以
前
の
中
露
外
交
史
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。

一
八
九
七
年
に
「
中
露
合
弁
東
清
鉄
道
会
社
合
同
章
程
」
が
結
ば
れ
、
中
国
は
ロ
シ
ア
に
鉄
道
建
設
に
必
要
な
土
地
を
提
供
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
一
八
九
八
年
、
ロ
シ
ア
は
旅
順
・
大
連
を
租
界
と
し
て
入
手
し
、
東
清
鉄
道
の
敷
設
権
を
獲
得
し
て
、
一
九

〇
三
年
に
は
全
線
の
敷
設
を
完
了
し
た
。
ま
た
義
和
団
の
乱
後
の
一
九
〇
一
年
、
ロ
シ
ア
は
満
州
（
遼
寧
、
吉
林
、
黒
龍
江
）
に
大
量
の
兵

力
を
残
し
て
、
同
地
を
ロ
シ
ア
領
に
し
よ
う
と
画
策
し
た
。
一
方
、
当
時
の
日
本
も
積
極
的
に
満
州
・
朝
鮮
で
主
導
権
を
掌
握
し
よ
う

と
企
図
し
て
い
た
た
め
、
ロ
シ
ア
と
の
対
立
は
深
ま
っ
た
。
単
士
釐
が
旅
行
し
た
一
九
〇
三
年
は
、
ま
さ
に
日
露
間
の
緊
張
が
高
ま
り

つ
つ
あ
る
時
で
あ
り
、
中
国
東
北
地
方
は
ロ
シ
ア
勢
力
の
支
配
下
に
置
か
れ
、
あ
た
か
も
半
植
民
地
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
。

一
九
〇
三
年
五
月
八
日
、
単
士
釐
は
ハ
ル
ビ
ン
に
到
着
し
た
。
五
月
九
日
、
銭
恂
は
乗
車
の
便
宜
を
謀
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
ハ
ル
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ビ
ン
鉄
道
会
社
で
働
く
友
人
李
佑
軒
と
共
に
、
東
清
鉄
道
建
設
局
長
の
全
権
代
理
人
達
尼
爾
を
訪
ね
た
。
五
月
十
日
の
日
記
の
中
で
、

単
士
釐
は
最
初
に
出
会
っ
た
ロ
シ
ア
人
達
尼
爾
と
の
交
渉
に
つ
い
て
こ
う
述
べ
て
い
る
。

今
日
、
即
ち
李
君
に
伝
訳
（
通
訳
）
を
頼
み
、
其
の
夫
婦
を
往
訪
（
訪
問
）
せ
り
。（
ダ
ニ
エ
ル
夫
婦
と
）
相
い
見ま
み

え
、（
彼
ら
の
）
待
客
の

慇
懃
、
日
本
人
よ
り
一
層
の
親
切
を
加
う
る
を
覚
ゆ
。
且
つ
自
ら
器
機
を
出
し
て
写
真
を
撮と

り
、（
予
等
に
後
日
）
贈
る
を
訂
（
約
束
）

せ
り
。︹
此
の
贈
を
訂
せ
し
者
、
今
に
至
る
も
獲え

ず
︺。
外
子
云
う
、「
此
、
小
さ
さ
い
な
こ
と

節
と
雖
も
、
亦
た
俄
人
外
交
の
一
手
腕
を
見
る
可

し
」
と
。

最
初
、
単
士
釐
は
達
尼
爾
の
慇
懃
な
態
度
を
、
日
本
人
よ
り
も
親
切
な
も
の
と
素
朴
に
受
け
止
め
て
い
た
ら
し
い
。
し
か
し
、
銭
恂

は
ロ
シ
ア
人
の
交
渉
態
度
が
日
本
人
よ
り
も
「
慇
懃
」
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
ま
さ
に
警
戒
す
べ
き
も
の
だ
と
彼
女
に
諭
し
て
い
る
。
翌

日
、
単
士
釐
は
手
練
手
管
に
長
け
た
達
尼
爾
の
本
当
の
姿
に
気
づ
か
さ
れ
、
ロ
シ
ア
人
に
対
す
る
最
初
の
好
印
象
も
変
化
し
て
い
る
。

そ
の
詳
し
い
事
情
に
つ
い
て
、
彼
女
は
五
月
十
一
日
の
日
記
に
、

　

比
こ
ろ
お
い登
車
す
れ
ば
、
即
ち
達ダ

尼ニ

爾エ
ル

の
允ゆ
る

す
所
の
「
一
等
位
四
人
二
室
」
な
る
者
、
有
る
は
無
き
也
。（
有
る
は
）、
乃
ち
「（
一
等
位
）
四

人
一
室
」
の
者
也
。
謂
う
所
の
「
一
車
に
て
森
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
堡
に
直
達
す
る
」
な
る
者
は
然
ら
ざ
る
也
。
且
つ
「
莫モ
ス
ク
ワ

斯
科
に
直
達
」
す
る
に
非

ら
ず
、
乃
ち
僅
か
に
満
州
里
に
達
す
る
者
也
。
︙
︙
、
最
も
困
難
を
感
ぜ
し
者
、
二
事
（
有
り
）。
一
、
已す
で

に
達
尼
爾
の
言
を
信
じ
、

森
堡
使
館
（
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
の
中
国
公
使
館
）
に
電
す
る
に
到
着
の
期
を
以
て
し
、
且
つ
「
森
堡
に
直
達
す
れ
ば
、
人
の
迎
う
る
を
須ま

つ

無
し
」
と
言
い
し
こ
と
な
り
。
︙
︙
、
一
、
已す
で

に
達
尼
爾
の
言
を
信
じ
て
車
費
（
列
車
の
キ
ッ
プ
代
）
及
び
食
費
を
備
え
し
こ
と
な
り
。

今
、
事
々
に
変
更
す
れ
ば
、
必
ず
用
に
敷し

か
ず
、
嚢
中
（
財
布
の
中
）
裕ゆ
た
かな
ら
ず
。

と
、
素
直
に
達
尼
爾
の
言
う
こ
と
を
信
じ
て
い
た
の
に
酷
い
目
に
遭
っ
た
と
不
満
を
こ
ぼ
し
て
い
る
。
し
か
し
、
幸
い
に
も
友
人
李
緝

甫
と
李
佑
軒
の
助
け
に
よ
り
、
な
ん
と
か
不
足
の
資
金
を
調
達
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
更
に
、
単
士
釐
は
上
の
文
章
に
続
け
て
「
予
、

初
め
て
東
方
よ
り
来
る
、
一
誠
一
欺
、
相
形
、
頓に
わ
かに

異
な
る
を
嘆
く
を
免
れ
ざ
る
耳
」
と
、
ロ
シ
ア
人
の
性
格
は
誠
実
な
性
格
の
日
本

人
と
比
べ
て
、
あ
ま
り
に
大
き
く
違
っ
て
い
る
こ
と
を
嘆
か
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

日
本
か
ら
ロ
シ
ア
に
渡
っ
た
単
士
釐
に
と
っ
て
、
ロ
シ
ア
の
鉄
道
旅
行
は
ロ
シ
ア
人
に
接
す
る
貴
重
な
体
験
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に

日
本
と
の
落
差
を
痛
感
す
る
体
験
と
も
な
っ
た
。
と
い
う
の
は
、『
癸
卯
旅
行
記
』
で
、
彼
女
は
汚
穢
極
ま
り
な
い
ロ
シ
ア
の
車
両
を
、
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清
潔
な
日
本
の
汽
船
と
対
照
し
な
が
ら
、
次
の
よ
う
な
苦
言
を
呈
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

予
等
乗
る
所
の
車
、
続ぞ
く

添て
ん

（
途
中
で
の
増
結
車
）
の
故
に
因よ

り
僕
人
（
旅
客
の
用
命
に
応
ず
る
係
員
）
無
し
。
盥か
ん

室し
つ

（
手
洗
い
）
に
涓け
ん

滴て
き

の
水

無
く
、
Ｗ
Ｃ
（
ト
イ
レ
）
汚お

穢わ
い

に
堪た

え
ず
、
臥が

室し
つ

（
寝
室
）
中
、
塵じ
ん

灰か
い

飛
積
す
る
も
、
人
の
顧
み
問
う
無
し
︙
︙
、
俄
人
の
優
待
、
此

の
如
し
。（
日
本
郵
船
の
）「
西
京
」、「
伊
勢
」
二
船
上
の
何
等
の
親
切
を
回
憶
し
、
今
、
此
の
危
境
を
履ふ

む
。（
五
月
十
九
日
）

「
西
京
」
と
は
単
士
釐
が
三
月
二
十
一
日
に
神
戸
か
ら
搭
乗
し
た
船
で
あ
る
。
三
月
二
十
三
日
に
長
崎
で
座
礁
し
た
た
め
、
船
室
の
浴

室
や
ト
イ
レ
が
使
え
な
く
な
っ
た
が
、
水
が
出
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
幸
い
女
僕
、
慇
懃
な
れ
ば
、
予
の
苦
し
む
所
無
し
」
と
、
給

仕
の
お
陰
で
不
便
を
感
じ
な
か
っ
た
と
語
っ
て
い
る
。
ま
た
、
長
崎
か
ら
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
向
か
っ
た
時
に
、
彼
女
が
乗
っ
た
船
が

「
伊
勢
丸
」
で
あ
っ
た
。
四
月
十
九
日
の
日
記
に
「
今
日
、
一
等
船
室
、
尚
お
予
等
四
人
の
居
る
所
に
不
敷
な
る
に
因
り
、
特
に
己
の
室

を
譲
り
、
以
て
予
等
を
栖す

ま
せ
︙
︙
」
と
船
長
が
親
切
に
し
て
く
れ
た
様
子
を
日
記
に
綴
っ
て
い
る
。

日
本
で
の
船
旅
は
快
適
で
あ
り
、
船
長
も
親
切
だ
っ
た
の
に
対
し
、
ロ
シ
ア
で
の
鉄
道
旅
行
は
い
つ
も
相
手
に
振
り
回
さ
れ
、
理
不

尽
な
待
遇
を
受
け
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
外
交
使
節
の
夫
人
の
単
士
釐
は
一
等
車
に
乗
る
に
し
ろ
、
二
等
車
を
使
う
に
し
ろ
、
ロ
シ
ア

人
か
ら
差
別
に
満
ち
た
視
線
を
投
げ
か
け
ら
れ
た（

６
）。
更
に
五
月
十
一
日
の
日
記
に
「
華
客
、
向さ
き

に
皆
三
等
位
、︹
西
人
、
惟た

だ
労
働
苦
役

の
者
の
み
三
等
な
り
︺、
二
等
位
の
者
有
る
か
を
問
え
ば
、
則
ち
某
車
を
指
定
し
、
以
て
之
を
区
別
せ
り
、
他
の
二
等
室
に
入
る
を
許
さ

ず
」
と
あ
る
。
こ
の
記
述
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
彼
女
の
目
に
映
っ
た
列
車
で
の
清
国
人
の
境
遇
は
、
所
詮
は
労
働
者
と
同
じ
三
等

の
民
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
国
力
の
違
い
に
よ
っ
て
生
じ
た
差
別
を
身
近
に
感
じ
な
が
ら
も
、
西
洋
列
強
の
衝
撃
の
も
と
で
、
清
国
が
衰
退
の
一
途
を

辿
っ
て
い
る
現
実
や
、
役
人
の
無
為
無
策
も
認
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、「
俄
人
の
優
待
、
此
の
如
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、

単
士
釐
は
自
分
の
不
満
を
発
散
さ
せ
る
た
め
に
、
ロ
シ
ア
人
を
揶
揄
す
る
ほ
か
に
、
何
も
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
人
と
の
関
わ

り
の
み
な
ら
ず
、『
癸
卯
旅
行
記
』
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
駅
の
風
景
、
規
則
、
料
金
な
ど
を
描
写
す
る
場
合
に
も
、
し
ば
し
ば
日
本
で
の

諸
体
験
が
比
較
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
以
下
、
幾
つ
か
の
例
を
挙
げ
て
み
る
。

① 

俄
例
（
ロ
シ
ア
の
鉄
道
規
則
）、
寛
（
寛
大
）
な
り
。
閑
人
の
（
駅
へ
の
）
入
場
と
登
車
（
乗
車
）
を
任
（
放
任
）
し
て
阻
む
無
く
、
日
本
の

拠
（
切
符
）
有
る
に
非
ざ
れ
ば
入
場
す
る
を
得
ざ
る
に
如し

く
は
無
し
。（
五
月
五
日
）
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② 

賃
価
、
固も
と
より
日
本
よ
り
昂た
か

し
。
︙
︙
、
日
本
の
一
等
位
（
一
等
車
）
に
在
る
者
、（
携
帯
品
の
運
価
）
百
六
十
斤
も
の
重
額
（
大
き
な
重

量
）
を
得
べ
き
も
、
俄
路
、
僅
か
に
三
十
余
斤
（
一
五
・
三
八
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
を
得
る
の
み
。（
五
月
六
日
）

整
然
た
る
秩
序
を
有
す
る
様
や
、
賃
金
が
安
い
と
い
う
日
本
の
鉄
道
事
情
は
、
ロ
シ
ア
鉄
道
の
猥
雑
な
様
子
を
、
よ
り
一
層
際
立
た

せ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
は
文
明
の
進
ん
だ
国
と
遅
れ
た
国
と
の
運
輸
機
関
の
対
照
的
な
比
較
と
し
て
も
読
み
取
れ
る
。

『
癸
卯
旅
行
記
』
を
見
て
も
分
か
る
よ
う
に
、
長
い
間
、
日
本
文
化
に
深
く
馴
染
ん
で
き
た
彼
女
の
中
で
、「
日
本
」
と
「
ロ
シ
ア
」

は
常
に
一
対
の
合
わ
せ
鏡
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
彼
女
の
ロ
シ
ア
に
対
す
る
認
識
は
、
殆
ど
日
露
両
国
を
相
互
に
比
較
対
照
す
る
こ
と
で

形
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る（

７
）。

因
み
に
単
士
釐
が
専
制
統
治
下
の
ロ
シ
ア
に
あ
っ
て
、
官
僚
達
尼
爾
と
の
関
係
や
シ
ベ
リ
ア
鉄
道

を
め
ぐ
る
体
験
は
批
判
的
だ
っ
た
の
に
対
し
、
ロ
シ
ア
の
美
術
へ
の
評
価
が
高
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
五
月
二
十

四
日
に
単
士
釐
が
モ
ス
ク
ワ
に
あ
る
美
術
館
を
見
物
し
た
後
、
日
記
に
「
画
院
（
美
術
館
）
に
遊
ぶ
。
︙
︙
其
の
光
を
絵
（
描
）
く
技
、
尤

も
不
可
思
議
な
り
。
光
ひ
か
り

肖か
た
どれ
ば
、
則
ち
筆
の
肖か
た
どら
ざ
る
無
し
。
︙
︙
、
絵
の
声
（
と
な
る
）
に
至
り
て
は
、
技
、（
い
よ
い
よ
）
絶
（
絶
妙
）

矣
。
此
、
日
本
、
ま
だ
見
る
に
及
ば
ざ
る
所
な
り
」
と
、
日
本
で
は
見
た
こ
と
の
な
い
ロ
シ
ア
美
術
の
技
巧
の
素
晴
ら
し
さ
を
称
賛
し

て
い
る
。

三
、
中
国
人
を
ロ
シ
ア
か
ら
見
る

単
士
釐
は
外
交
使
節
の
夫
人
で
あ
る
だ
け
に
、『
癸
卯
旅
行
記
』
に
登
場
す
る
人
物
の
記
述
は
実
に
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
ロ
シ
ア

人
は
勿
論
の
こ
と
、
旅
先
で
出
会
っ
た
中
国
人
に
つ
い
て
の
描
写
も
『
癸
卯
旅
行
記
』
に
多
く
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
五
月
十
日
の
日

記
に
お
い
て
、
単
士
釐
は
鉄
道
工
事
に
従
事
す
る
た
め
に
山
東
省
や
河
北
省
か
ら
ハ
ル
ビ
ン
に
移
住
し
た
中
国
人
労
働
者
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
に
書
き
留
め
て
い
る
。

此
等
の
最
下
・
最
苦
の
華
工
、
昼
は
路
（
鉄
道
建
設
工
事
）
に
役
し
、
夜
は
傅ふ

家か

甸て
ん

に
宿
す
。
彼
の
俄
工
（
ロ
シ
ア
人
鉄
道
労
働
者
）、
固も
と
よ

り
板
屋
を
列
し
て
路
側
に
居
す
る
者
也
。
俄
工
の
汚お

穢わ
い

、
亦
た
華
工
に
亜お
と

ら
ず
。
然
れ
ど
も
、
公
司
（
鉄
路
公
司
）、
毎つ
ね

に
「
華
工
、

汚お

穢わ
い

に
し
て
疫え
き

気き

（
伝
染
病
）
を
肇お
こ
しし
易や
す

く
、
傅ふ

家か

甸て
ん

、
路
（
鉄
道
）
を
距
つ
る
こ
と
、
十
里
に
足
ら
ず
、
伝
染
し
易や
す

し
」
と
言
い
、
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嘖さ
い
なみ
て
煩は
ん

言げ
ん

（
わ
ず
ら
わ
し
き
言
辞
）
有
り
。

外
交
使
節
の
夫
人
と
し
て
、
海
外
へ
行
く
機
会
を
得
た
単
士
釐
に
と
っ
て
、
そ
も
そ
も
中
国
の
市
井
の
人
々
の
現
実
を
肌
で
感
じ
る

機
会
は
多
く
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
旅
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
単
士
釐
は
中
国
人
が
ど
れ
ほ
ど
ロ
シ
ア
人
に
よ
る
酷
い
差
別
を

受
け
て
い
る
か
、
い
か
に
低
賃
金
労
働
で
搾
取
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
悲
惨
な
現
状
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
た
と
言
え
よ
う
。
五
月
十

八
日
の
朝
、
ア
チ
ン
ス
ク
に
到
着
し
た
彼
女
は
こ
の
シ
ベ
リ
ア
の
森
林
地
帯
で
、
一
人
の
中
国
か
ら
の
行
商
人
に
出
会
っ
た
。

此
の
駅
に
お
い
て
一
華
人
、
囊の
う

（
袋
）
を
負
い
て
登
（
乗
）
車
し
、
絹
物
（
絹
織
物
）
を
售
す
る
を
見
る
。
詢た
ず

ぬ
る
に
山
東
人
に
系
わ

る
。
售
す
る
所
、
即
ち
山
東
に
て
織
る
所
（
の
も
の
）
な
り
。
俄
、
他
国
人
の
入
境
（
入
国
）
を
禁
ず
る
に
於
い
て
綦き

厳げ
ん

（
甚
だ
厳
）
に

し
て
、
且
つ
課
税
も
重
々
た
り
。
此
の
小
販
人
の
獲う

る
所
、
幾い
く

何ば
く

な
る
や
。
而し
か

も
万
里
を
遠
し
と
せ
ず
此
の
営
生
（
仕
事
）
を
作な

す
、

（
此
よ
り
）
吾
が
民
の
生
計
の
艱か
ん

（
艱
難
）
を
想
い
見
る
（
可
し
）。
聞
く
に
、
一
路
（
こ
の
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
の
列
車
に
乗
っ
て
）
森
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク

堡
に
至
る

（
華
人
あ
り
）、
此
等
の
（
華
人
）、
亦
た
数
百
名
を
下
ら
ざ
る
も
、
間
（
間
々
）（
俄
当
局
に
）
殺
さ
れ
て
死
す
る
者
あ
り
。
且
つ
或
い
は

（
俄
官
）、
加
う
る
に
疫
（
疫
病
）
を
有
す
る
の
名
を
以
て
之
を
虐
死
せ
し
む
。

寒
気
酷
烈
な
シ
ベ
リ
ア
で
ま
で
出
稼
ぎ
に
く
る
山
東
人
に
出
会
い
、
彼
の
口
か
ら
直
接
、
無
数
の
貧
民
が
ロ
シ
ア
人
に
殺
さ
れ
て
い

る
話
を
聞
い
た
こ
と
な
ど
、
単
士
釐
は
す
べ
て
日
記
に
克
明
に
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
異
郷
に
生
活
し
て
い
る
中
国
人
の
実
態
や
地

位
を
確
認
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
単
士
釐
の
中
国
の
前
途
に
対
す
る
憂
慮
も
深
ま
る
一
方
で
あ
っ
た
。
五
月
十
三
日
、
中
露
の
国
境
付
近

を
通
り
過
ぎ
た
時
、
彼
女
は
深
い
感
慨
を
込
め
て
、「
乃
ち
予
、
今
日
、
満
境
（
満
州
）
を
出
て
俄
境
（
ロ
シ
ア
）
に
入
る
も
、
謂
う
所
の

不
同
を
見
ざ
る
也
。
車
駅
の
官
吏
、
車
の
員い
ん

役や
く

（
乗
務
員
）
の
服
装
、
人
種
、
同
じ
な
ら
ざ
る
は
無
き
也
」
と
言
っ
て
い
る
。
国
の
存
亡

に
係
わ
る
瀬
戸
際
に
立
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
無
頓
着
な
ま
ま
早
く
も
ロ
シ
ア
の
文
物
に
馴
染
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
中
国
人
の

様
子
に
、
彼
女
は
大
き
な
衝
撃
を
受
け
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
中
国
人
の
自
覚
を
促
そ
う
と
し
て
、
単
士
釐
は
五
月
十
日
の
日
記
の
中
で
、
ロ
シ
ア
に
占
領
さ
れ
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と

ポ
ー
ラ
ン
ド
が
百
年
経
っ
て
も
な
お
ロ
シ
ア
に
強
く
抵
抗
し
、
自
国
の
幣
制
や
暦
法
を
保
つ
よ
う
努
力
し
て
い
る
事
実
を
紹
介
し
た
。

彼
の
芬
フ
イ
ン
ラ
ン
ド

蘭
、
波ポ
ー
ラ
ン
ド蘭

、
亡
ぼ
さ
れ
俄
に
入
り
て
且
つ
百
年
に
な
る
も
、
民
間
、
尚
お
格
勒
暦
（
グ
レ
ゴ
リ
ー
暦
）
を
用
い
、
旧
幣
を
用

ゆ
。
而し
か

る
に
哈
地
（
ロ
シ
ア
に
統
治
さ
れ
て
）
五
年
な
ら
ず
し
て
、
已す
で

に
旧
慣
を
忘
れ
、
競
い
て
「
俄
好
」（
ロ
シ
ア
に
逆
ら
わ
な
い
骨
無
し
）



中
国
文
学
論
集
　
第
四
十
号

126

に
投
ぜ
り
。（
此
）、
果
た
し
て
種
性
．
血
統
の
不
同
の
故
に
よ
る
乎
、
抑
は
た
ま
た教
育
久
し
く
し
て
忘
る
る
の
故
に
よ
る
乎
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
人
と
中
国
人
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
圧
迫
に
対
す
る
態
度
の
違
い
は
、
教
育
程
度
に
大
い
に
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
彼
女
は
考
え
て
い
た
。
要
す
る
に
、
ロ
シ
ア
人
を
厳
し
く
批
判
す
る
態
度
と
は
反
対
に
、『
癸
卯
旅
行
記
』
に
お
い
て
、
同
胞
た
る

中
国
人
に
高
い
関
心
を
寄
せ
る
単
士
釐
の
姿
勢
に
は
際
立
っ
た
も
の
が
あ
っ
た
。
彼
女
の
国
境
を
跨
い
で
の
中
国
人
へ
の
熱
い
視
線
か

ら
は
、
激
動
期
を
生
き
た
知
的
女
性
の
自
国
に
対
す
る
沈
痛
な
反
省
を
も
窺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

四
、
翻
訳
に
よ
る
啓
蒙
の
狙
い

『
癸
卯
旅
行
記
』
は
、
清
末
の
女
性
に
よ
る
ロ
シ
ア
旅
行
記
の
嚆
矢
と
し
て
、
中
国
の
女
性
で
は
前
人
未
踏
の
地
域
を
行
破
し
た
次
第

を
述
べ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、「
頗
る
以
て
聞
見
を
広
む
べ
し
」
と
い
う
序
文
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
単
士
釐
に
は
こ
の
日
記
の
出

版
を
通
し
て
、
外
国
知
識
の
中
国
へ
の
導
入
を
促
そ
う
と
い
う
狙
い
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

五
月
十
五
日
、
単
士
釐
は
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
駅
に
到
着
し
た
。
当
時
、
彼
女
は
「
予
、
車
室
、
未
だ
定
ま
ら
ず
、
且
つ
怨
声
、
耳
に
盈み

ち
、
怒
容
、
座
に
満
つ
る
に
因よ

り
、
故
に
縦
観
す
る
心
無
し
」
と
町
を
見
学
す
る
気
持
ち
が
な
か
っ
た
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。
そ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
女
は
自
分
で
は
観
察
し
な
か
っ
た
町
の
様
子
を
、『
単
騎
遠
征
録
』
の
訳
文
に
よ
っ
て
紹
介
し
て
い
る
。
以
下
、
五

月
十
五
日
の
日
記
で
『
単
騎
遠
征
録
』
を
翻
訳
し
た
部
分
だ
け
を
引
く
こ
と
に
し
た
い
。

『
単
騎
遠
征
録
』、
中
有
叙
伊
爾
庫
次
克
一
段
、
録
存
如
左
。
︙
︙
、
伊
爾
庫
次
克
瀕
昂
噶
拉
河
右
岸
、
人
口
大
約
四
万
七
千
、
位

西
伯
利
之
中
心
、
亦
第
一
都
会
地
。
観
光
察
勢
、
無
如
此
地
、
故
留
馬
十
日
、
得
巡
覧
哥
薩
克
騎
兵
、
豫
備
歩
兵
大
隊
營
、
専
門

器
械
学
校
、
陸
軍
病
院
、
候
補
士
官
学
校
、
小
学
校
、
博
物
館
等
。

と
こ
ろ
で
、『
単
騎
遠
征
録
』「
駐
馬
観
光
」（
西
村
天
囚
編
、
福
島
安
正
閲
、
金
川
書
店
、
一
八
九
四
年
、
二
七
七
頁
）
の
原
文
は
以
下
の
通
り
で

あ
る
。義

爾
克
斯
科
は
安
牙
爾
河
の
右
岸
に
瀕
し
、
人
口
大
約
四
万
七
千
、
悉
伯
利
の
中
心
に
位
し
、
亦
第
一
都
会
の
地
よ
し
て
、
光
を

観
勢
を
察
す
る
此
地
に
如
く
は
な
し
。
故
に
中
佐　

馬
を
此
地
に
留
む
る
こ
と
十
日
、
哥
薩
克
騎
兵
、
豫
備
歩
兵
大
隊
營
、
専
門
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器
械
学
校
、
陸
軍
病
院
、
候
補
士
官
学
校
、
小
学
校
、
博
物
館
を
巡
覧
す
。

二
つ
の
文
章
の
下
線
部
を
つ
き
合
わ
せ
て
み
れ
ば
、
単
士
釐
は
『
単
騎
遠
征
録
』
の
本
文
に
基
づ
い
て
、
忠
実
に
訳
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
そ
も
そ
も
自
分
は
見
学
し
て
い
な
い
の
だ
か
ら
、
日
記
に
は
何
も
記
さ
な
く
て
も
よ
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
単

士
釐
は
自
分
の
観
察
で
き
な
か
っ
た
、
ロ
シ
ア
の
軍
隊
、
学
校
、
病
院
、
博
物
館
な
ど
と
い
っ
た
近
代
化
を
支
え
る
機
構
に
つ
い
て
、

翻
訳
と
い
う
方
法
を
利
用
し
て
、
そ
の
知
ら
れ
ざ
る
諸
側
面
を
読
者
に
伝
え
て
い
る
。

『
単
騎
遠
征
録
』
の
ほ
か
に
、
一
九
〇
二
年
に
出
版
さ
れ
た
土
木
学
者
田
辺
朔
郎
（
一
八
六
一

－

一
九
四
四
）
の
『
西
伯
利
亜
鉄
道
』
も

『
癸
卯
旅
行
記
』
で
は
よ
く
引
用
さ
れ
て
い
る（

８
）。

以
下
、
田
辺
朔
郎
と
単
士
釐
の
文
章
を
併
記
し
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

『
西
伯
利
亜
鉄
道
』
第
一
編
「
西
伯
利
の
鉄
道
総
説
」（
大
空
社
、
二
〇
〇
四
年
、
三
頁
）

明
治
三
十
三
年
即
ち
西
暦
千
九
百
年
の
巴
里
万
国
博
覧
会
に
遊
び
た
る
も
の
は
、
亜
細
亜
露
西
亜
の
出
品
館
に
接
し
て
、
西
伯
利

旅
行
列
車
あ
り
た
る
を
知
ら
ん
。
而
し
て
其
改
札
口
、
莫
斯
科
停
車
場
に
擬
す
る
も
の
あ
り
。
茲
に
乗
車
切
符
を
渡
せ
ば
、
目
前

に
北
京
直
行
列
車
の
あ
る
あ
り
。
乃
ち
之
に
乗
り
込
み
て
︙
︙
、
此
列
車
は
一
二
等
級
各
車
の
外
に
寝
台
車
、
食
堂
車
、
書
房
、

運
動
、
遊
技
、
遊
覧
、
通
信
、
祈
祷
、
洗
身
、
医
療
、
其
他
必
要
な
る
も
の
は
悉
く
之
を
備
へ
た
り
。
是
れ
即
ち
将
来
西
伯
利
亜

鉄
道
に
用
ひ
ん
と
欲
す
る
列
車
な
り
。
今
此
列
車
を
通
過
し
て
其
一
端
に
降
れ
ば
、
此
処
に
北
京
の
停
車
場
に
擬
し
た
る
停
車
場

あ
り
。
此
を
出
づ
れ
ば
身
は
忽
ち
に
し
て
支
那
の
出
品
館
中
に
在
り
。
抑
も
此
列
車
の
構
造
は
完
備
十
全
に
し
て
、
些
少
な
る
点

に
も
意
を
用
い
。

『
癸
卯
旅
行
記
』
巻
下
「
五
月
二
十
三
日
」

庚
子
巴
黎
之
万
国
博
覧
会
、
有
所
謂
亜
細
亜
俄
国
出
品
館
者
、
中
設
西
伯
利
鉄
道
列
車
、
其
入
口
処
模
擬
莫
斯
科
之
停
車
場
。
購

券
入
場
、
備
観
列
車
之
寝
台
、
食
堂
、
読
書
、
運
動
、
遊
技
、
休
息
、
通
信
、
祈
祷
、
澡
浴
、
医
療
、
写
真
暗
室
（
為
乗
客
途
中
洗

写
真
片
所
）
等
。
観
畢
出
口
、
則
豁
然
模
擬
北
京
之
停
車
場
、
示
一
車
直
達
之
意
、
俄
耶
？
中
国
耶
？
不
可
思
議
。
此
異
邦
人
所
記

載
、
而
本
国
駐
覧
者
不
一
言
及
也
。
予
初
謂
列
車
必
如
此
周
備
、
今
親
見
者
、
烏
有
所
謂
読
書
、
運
動
、
遊
技
、
休
息
、
通
信
、

医
療
、
暗
室
者
耶
？
但
見
食
堂
之
隅
、
懸
偶
像
為
祈
祷
所
耳
。

上
に
掲
げ
た
単
士
釐
の
文
章
の
中
で
、
傍
線
部
は
殆
ど
『
西
伯
利
亜
鉄
道
』
の
中
国
語
訳
で
あ
る
が
、「
観
畢
出
口
、
則
豁
然
模
擬
北
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京
之
停
車
場
」
よ
り
後
の
部
分
は
、
田
辺
朔
郎
の
記
述
を
そ
の
ま
ま
で
は
な
い
こ
と
に
注
目
さ
れ
た
い
。
後
半
の
文
章
に
お
い
て
、
単

士
釐
は
視
点
を
変
え
、
清
国
人
と
い
う
立
場
か
ら
、
西
伯
利
亜
鉄
道
の
出
口
が
北
京
の
駐
車
場
に
擬
し
て
い
る
こ
と
に
「
不
可
思
議
」

の
思
い
を
表
し
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、「
一
車
直
達
」
に
し
て
中
国
を
直
接
に
侵
略
し
よ
う
と
す
る
ロ
シ
ア
の
意
図
を
読
者
に
警
告
し

て
も
い
る
の
だ
。「
此
異
邦
人
所
記
載
」
の
「
異
邦
人
」
と
は
田
辺
朔
郎
を
指
す
。
そ
し
て
、
日
本
人
ほ
ど
鋭
敏
な
観
察
力
を
備
え
て
お

ら
ず
、
中
露
関
係
に
無
関
心
な
清
国
人
に
対
す
る
彼
女
の
不
満
は
、「
而
本
国
駐
覧
者
不
一
言
及
也
」
と
い
う
言
葉
か
ら
も
窺
え
る
。
最

後
に
単
士
釐
は
、「
今
親
見
者
、
烏
有
所
謂
読
書
、
運
動
、
︙
︙
暗
室
者
耶
？
」
と
言
い
、
田
辺
朔
郎
が
記
し
た
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
展

示
さ
れ
て
い
た
西
伯
利
鉄
道
の
設
備
と
現
実
と
の
間
に
は
、
あ
ま
り
に
も
大
き
な
落
差
が
あ
っ
た
と
い
う
事
実
を
暴
露
し
て
い
る
。

上
記
の
田
辺
朔
郎
と
単
士
釐
の
文
章
を
検
討
し
て
み
る
と
、
単
士
釐
は
単
に
田
辺
朔
郎
の
文
章
を
翻
訳
し
て
、
自
分
の
日
記
に
書
き

入
れ
た
だ
け
で
な
く
、
ま
た
田
辺
朔
郎
の
文
章
か
ら
は
排
除
さ
れ
た
部
分
を
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
思
考
を
巧
み
に
つ
け
加
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
一
つ
の
ま
と
ま
っ
た
文
章
を
完
成
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

次
に
単
士
釐
が
世
界
的
に
有
名
な
バ
イ
カ
ル
湖
を
横
断
し
た
時
の
記
録
を
検
討
し
て
み
よ
う
。『
癸
卯
旅
行
記
』
巻
下
「
五
月
十
五

日
」
に
「
久
聞
の
所
謂
砕
氷
船
な
る
者
に
登
ら
し
む
︙
︙
、
船
、
英
製
な
り
。
長
さ
二
百
九
十
尺
、
噸
数
は
四
千
二
百
︙
︙
、
船
腹
に

軌
有
り
。
船
軌
、
路
軌
と
湊
合
・
銜
接
す
れ
ば
、
汽
車
、
即
ち
軌
に
循し
た
がい
て
船
に
入
る
。
船
、
車
二
十
七
輌
を
容い

る
可
し
︙
︙
、
湖
を

環か
こ

む
は
、
悉

こ
と
ご
とく

山
な
り
︹
四
周
に
峭し

ょ
う
り
つ立

し
、
一
隅
の
欠
無
し
︺。
蒼
樹
白
雪
、
眼が

ん

簾れ
ん

に
錯さ

く

映え
い

す
︙
︙
、
船
の
砕
氷
す
る
所ゆ
え
ん以
に
至
り
て
は
、
初

め
衝
力
を
以
て
氷
を
撞つ

く
に
非
ざ
る
な
り
。
故
に
船
首
、
鋭
か
ら
ず
。
乃
ち
船
機
、
此
の
氷
下
の
水
を
吸
い
﹇
氷
、
如
何
に
厚
き
か
を
論
ず

る
無
く
、
其
の
四
五
尺
下
、
必
ず
水
な
り
﹈、
以
て
舷
外
に
噴
き
出
す
。
氷
、
水
の
相
い
承う

く
る
無
け
れ
ば
、
自
ず
と
重
力
均
平
な
ら
ざ
る
を
以

て
裂
く
る
を
致
す
。
更
に
助
く
る
に
船
の
推
力
を
以
て
す
れ
ば
、
此
の
既
に
裂
け
し
氷
を
推
し
開
き
て
、
船
進
む
矣
」
と
あ
る
。

日
記
、
傍
線
部
の
内
容
は
田
辺
朔
郎
『
西
伯
利
亜
鉄
道
』（
大
空
社
、
55
頁
）
の
「
船
は
英
国
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
製
、
四
千
二
百
噸
、

機
関
車
と
車
輌
二
十
五
台
を
載
す
る
こ
と
を
得
︙
︙
、
貝
佳
爾
湖
の
水
質
は
清
澄
に
し
て
︙
︙
且
周
囲
の
連
山
秀
麗
に
し
て
西
伯
利
の

ア
ル
プ
ス
と
称
す
る
亦
宜
な
り
」
を
踏
ま
え
た
表
現
で
あ
り
、
砕
氷
船
の
外
見
、
構
造
、
バ
イ
カ
ル
湖
の
周
囲
に
連
な
る
秀
麗
な
氷
山

の
景
色
の
描
写
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
記
述
に
は
吻
合
す
る
こ
と
ろ
が
多
い
。
し
か
し
、
単
士
釐
は
日
記
に
お
い
て
汽
車
が
砕
氷
船
と
繋

が
れ
る
軌
道
の
装
置
や
、
肝
腎
の
砕
氷
船
前
進
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
な
ど
を
、
精
密
か
つ
平
明
に
記
述
し
て
お
り
、
両
者
の
文
章
を
つ
き
合
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わ
せ
て
み
る
と
、
自
ず
と
観
察
の
精
粗
の
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
恐
ら
く
「
ロ
シ
ア
知
識
」
の
来
源
と
し
て
の
田
辺
の
著
作
は
、
単
士

釐
に
と
っ
て
単
に
旅
行
案
内
と
い
う
よ
り
、
実
用
書
と
し
て
の
側
面
が
大
き
い
で
あ
ろ
う
。
無
視
で
き
な
い
の
は
、
彼
女
の
科
学
者
と

し
て
の
眼
、
及
び
詳
細
広
汎
に
観
察
し
た
知
識
を
正
確
に
伝
達
し
よ
う
と
す
る
彼
女
の
強
い
意
志
で
あ
る
。

終
わ
り
に

以
上
取
上
げ
た
ロ
シ
ア
に
関
わ
る
認
識
は
『
癸
卯
旅
行
記
』
の
ご
く
一
部
に
過
ぎ
な
い
が
、
清
末
の
外
交
使
節
夫
人
の
単
士
釐
が
ど

の
よ
う
に
ロ
シ
ア
を
認
識
し
た
か
、
ま
た
そ
こ
に
描
か
れ
た
ロ
シ
ア
の
イ
メ
ー
ジ
に
日
本
人
に
よ
る
影
響
が
如
何
に
及
ん
だ
か
に
つ
い

て
、
そ
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
本
稿
の
目
的
は
達
成
さ
れ
た
と
言
え
る
。

『
癸
卯
旅
行
記
』
の
中
で
、
主
人
公
で
あ
る
単
士
釐
は
、
強
健
な
身
体
を
持
ち
な
が
ら
、
昂
然
と
し
て
自
立
し
、
時
代
の
流
れ
に
能
動

的
に
対
応
し
て
い
く
自
覚
と
知
識
を
兼
え
備
え
た
女
性
像
を
は
っ
き
り
と
打
ち
出
し
て
い
る
。
こ
の
良
妻
に
し
て
同
時
に
時
代
の
脈
動

を
十
分
に
把
握
し
た
二
十
世
紀
初
期
の
知
的
女
性
像
は
、
繊
細
優
美
な
詩
文
の
世
界
に
耽
溺
し
た
り
、
或
い
は
文
武
両
道
に
秀
で
る
こ

と
を
良
し
と
し
た
清
乾
嘉
期
の
才
媛
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

『
癸
卯
旅
行
記
』
に
は
、
単
士
釐
自
身
の
観
察
が
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
事
柄
が
夫
や
現
地
の
人
か
ら
聞
き
取
っ
て
書

か
れ
て
い
る
。
そ
の
旺
盛
な
好
奇
心
は
、『
癸
卯
旅
行
記
』
に
こ
こ
ち
よ
い
緊
張
感
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
更
に
、
ロ
シ
ア
人
の
気
質
、

鉄
道
事
情
、
芸
術
な
ど
を
分
析
す
る
際
に
、
常
に
日
本
と
の
比
較
を
通
じ
て
捉
え
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
り
、
そ
れ
も
『
癸
卯
旅
行

記
』
の
文
学
的
な
魅
力
の
源
泉
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

ロ
シ
ア
へ
渡
っ
た
経
験
は
、
単
士
釐
に
ロ
シ
ア
事
情
に
関
す
る
新
た
な
認
識
を
も
た
ら
し
た
だ
け
で
な
く
、
離
散
し
た
華
人
の
記
録

を
書
き
留
め
よ
う
と
い
う
意
欲
を
も
大
き
く
刺
激
し
た
。
彼
女
が
記
録
し
た
、
国
境
を
越
え
て
ロ
シ
ア
に
生
き
る
清
国
人
の
情
報
は
断

片
的
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
同
時
代
の
男
性
文
人
の
手
に
な
る
ロ
シ
ア
旅
行
記
か
ら
は
殆
ど
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
十
九

世
紀
末
に
お
け
る
ロ
シ
ア
移
民
や
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
の
建
設
に
参
与
し
た
中
国
人
労
働
者
の
動
向
を
把
握
す
る
資
料
と
し
て
注
目
に
値
す

る
。
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『
癸
卯
旅
行
記
』
に
お
い
て
、
単
士
釐
は
日
本
に
好
意
的
だ
っ
た
の
に
対
し
、
ロ
シ
ア
に
つ
い
て
は
ネ
ガ
テ
イ
ブ
な
描
写
が
多
か
っ

た
。
そ
の
憧
憬
と
偏
見
と
が
交
錯
す
る
複
雑
な
眼
差
し
は
、
彼
女
の
日
本
体
験
に
大
き
く
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ

る
。
た
と
え
ば
同
じ
よ
う
に
日
本
滞
在
経
験
の
あ
る
梁
啓
超
は
、
旅
行
記
『
汗
漫
録
』
の
中
で
、
自
分
の
日
本
に
対
す
る
愛
情
は
故
郷

に
匹
敵
す
る
ぐ
ら
い
だ
と
吐
露
し
て
い
る（

９
）。
単
士
釐
も
ま
た
梁
啓
超
と
同
様
に
、「
寄
居
も
又
た
久
し
け
れ
ば
、
東
国
を
見
る
こ
と
郷
井

の
如
し
」（『
癸
卯
旅
行
記
』「
自
序
」）
と
言
い
、
日
本
に
深
い
感
情
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
容
易
に
窺
わ
れ
る
。
日
本
で
生
活
し
て
い
る
間
、

単
士
釐
は
日
本
の
教
育
制
度
、
近
代
的
工
業
建
設
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
お
り
、
そ
う
し
た
体
験
が
『
癸
卯
旅
行
記
』
執
筆
の
際

に
、
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
癸
卯
旅
行
記
』
に
お
け
る
福
島
安
正
や
田
辺
朔
郎
の
著
作
の
引
用
も
、
以
上
の
よ
う
な

事
実
を
裏
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
れ
ら
の
予
備
知
識
が
す
で
に
彼
女
の
中
に
消
化
さ
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
引
か
れ

た
内
容
が
、
中
国
の
対
ロ
シ
ア
認
識
の
不
足
し
て
い
る
部
分
に
殆
ど
的
中
し
て
い
る
の
だ
。
し
た
が
っ
て
、
彼
女
の
翻
訳
は
、
た
だ
日

本
人
の
先
行
著
作
を
紹
介
す
る
と
い
う
も
の
に
と
ど
ま
ら
ず
、
単
士
釐
の
中
国
歴
史
や
国
際
情
勢
に
対
す
る
洞
見
の
深
さ
を
も
自
ず
と

証
明
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
単
士
釐
は
秋
瑾
や
何
香
凝
の
よ
う
に
直
接
中
国
の
革
命
運
動
に
参
加
し
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
彼

女
が
中
国
人
の
危
機
意
識
を
喚
起
す
る
た
め
に
注
い
だ
努
力
や
、
中
国
の
啓
蒙
に
対
す
る
貢
献
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
十
全
に
外
交
官

夫
人
と
し
て
の
役
割
を
発
揮
し
た
女
性
と
し
て
高
く
評
価
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

『
癸
卯
旅
行
記
』
に
お
い
て
ロ
シ
ア
人
を
強
く
批
判
す
る
単
士
釐
の
厳
し
い
態
度
は
、
実
は
当
時
の
日
本
へ
の
留
学
生
を
中
心
と
す
る

新
し
い
中
国
知
識
人
に
普
遍
的
に
見
ら
れ
る
特
徴
と
言
っ
て
も
い
い（

（1
（

。
一
九
〇
〇
年
、
ロ
シ
ア
は
義
和
団
の
乱
に
乗
じ
て
満
州
を
不
法

占
領
し
た
。
後
に
清
朝
が
八
カ
国
連
合
軍
に
屈
服
し
、「
北
京
議
定
書
」
を
締
結
さ
せ
ら
れ
る
と
同
時
に
、
ロ
シ
ア
は
列
強
か
ら
満
州
撤

退
を
迫
ら
れ
、
三
期
一
年
半
で
撤
兵
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
ロ
シ
ア
軍
は
第
二
期
限
の
一
九
〇
三
年
四
月
に
な
っ
て
も

撤
兵
せ
ず
、
日
露
は
一
触
即
発
の
状
態
に
な
っ
た
。
こ
の
時
、
満
州
侵
略
に
抗
議
す
る
た
め
に
、
東
京
の
留
日
中
国
人
学
生
は
「
拒
俄

運
動
」
を
発
動
し
、
単
士
釐
の
長
男
の
妻
で
あ
る
包
豊
保
も
積
極
的
に
こ
の
運
動
に
参
加
し
た
と
い
う（

（1
（

。
と
に
か
く
、
当
時
の
在
日
中

国
人
が
ロ
シ
ア
に
強
い
敵
対
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
疑
い
の
な
い
事
実
で
あ
り
、
単
士
釐
が
こ
の
風
潮
を
知
ら
な
か
っ
た
と
は
考
え

に
く
い
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
清
末
の
男
性
官
僚
が
書
い
た
ロ
シ
ア
紀
行
の
特
徴
を
少
し
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。『
癸
卯
旅
行
記
』
で
は
繆
祐
孫
と
い
う
人
物
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に
触
れ
て
い
る
（「
四
月
十
日
」
の
記
述
）。
繆
祐
孫
は
一
八
八
七
年
に
遊
歴
官
選
抜
試
験
に
合
格
し
、
ロ
シ
ア
遊
歴
を
命
じ
ら
れ
た
。
一
八

八
九
年
に
出
版
さ
れ
た
繆
祐
孫
『
俄
遊
彙
編
』
の
巻
九
か
ら
巻
十
二
が
、
彼
の
ロ
シ
ア
滞
在
日
記
と
な
っ
て
い
る
。
佐
々
木
揚
氏
は
『
俄

遊
彙
編
』
の
特
色
と
し
て
、
中
国
古
典
に
典
拠
を
持
つ
語
句
が
頻
出
す
る
こ
と
、
ロ
シ
ア
人
に
好
印
象
を
抱
い
た
こ
と
、
ロ
シ
ア
の
中

国
に
対
す
る
脅
威
を
さ
ほ
ど
深
刻
に
受
け
と
め
て
い
な
い
こ
と
な
ど
を
挙
げ
て
い
る（

（1
（

。
そ
し
て
、
後
の
王
之
春
『
使
俄
草
』（
一
八
九
五

年
）、
楊
宜
治
『
俄
程
日
記
』（
一
八
九
五
年
？
）
に
も
、
繆
祐
孫
『
俄
遊
彙
編
』
を
踏
襲
し
た
記
述
が
か
な
り
多
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
る（

（1
（

。

以
上
取
上
げ
た
男
性
文
人
の
ロ
シ
ア
紀
行
か
ら
窺
え
る
ロ
シ
ア
観
が
、
単
士
釐
の
そ
れ
と
大
き
く
相
違
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ

う
。
男
性
官
僚
と
異
な
っ
て
、
単
士
釐
は
た
だ
中
国
の
立
場
か
ら
ロ
シ
ア
を
捉
え
る
だ
け
で
な
く
、
日
本
か
ら
の
視
野
を
も
幅
広
く
取

り
入
れ
て
い
る
た
め
、
彼
女
の
描
い
た
ロ
シ
ア
像
は
、
自
ず
と
男
性
文
人
の
他
者
へ
の
凝
視
と
の
大
き
な
差
異
を
生
じ
る
に
至
っ
た
の

で
は
あ
る
ま
い
か
。
し
た
が
っ
て
、
清
末
に
お
け
る
ロ
シ
ア
旅
日
記
の
系
譜
の
中
で
『
癸
卯
旅
行
記
』
は
確
か
に
異
質
な
存
在
で
あ
り
、

別
の
角
度
か
ら
中
露
関
係
の
裏
面
史
を
語
る
重
要
な
証
言
で
も
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
、
東
清
鉄
道
を
舞
台
に
し
て
、

戦
乱
、
流
民
、
差
別
的
表
現
、
近
代
的
設
備
な
ど
を
織
り
合
わ
せ
た
『
癸
卯
旅
行
記
』
は
、
ま
さ
に
清
末
か
ら
近
代
へ
の
過
渡
期
に
お

け
る
文
学
の
複
雑
性
及
び
日
露
戦
争
前
夜
の
時
代
性
を
最
も
よ
く
反
映
す
る
作
品
と
言
え
よ
う
。

注

（
１
）  

谷
川
栄
子
「
近
代
中
国
女
性
の
見
た
日
本
・
朝
鮮
・
ロ
シ
ア
・
中
国
―
銭
単
士
釐
『
癸
卯
旅
行
記
』
を
通
じ
て
」（『
国
際
関
係
研
究
』

22

－
３
、
二
〇
〇
一
年
）、
同
「『
癸
卯
旅
行
記
』
に
見
ら
れ
る
銭
単
士
釐
の
女
性
観
」（『
国
際
関
係
研
究
』
22

－

４
、
二
〇
〇
二
年
）、
拙

稿
「
単
士
釐
と
日
本
―
︽
受
茲
室
詩
稿
︾
と
︽
癸
卯
旅
行
記
︾
を
め
ぐ
っ
て
」（『
九
州
中
国
学
会
報
』
第
四
十
五
号
、
二
〇
〇
七
年
）

を
参
照
。

（
２
）  

鈴
木
智
夫
『
癸
卯
旅
行
記
訳
註
』（
汲
古
選
書
、
二
〇
一
〇
年
）。
こ
の
訳
注
は
現
在
、
単
士
釐
を
研
究
す
る
上
で
最
も
有
益
な
手
引
き

と
言
え
る
。
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（
３
）  

佐
々
木
揚
『
清
末
中
国
に
お
け
る
日
本
観
と
西
洋
観
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
〇
年
）
二
八
九
頁
を
参
照
。

（
４
）  

『
癸
卯
旅
行
記
』
は
一
九
〇
四
年
に
東
京
の
同
文
印
刷
に
よ
り
発
行
さ
れ
、
上
海
の
国
学
社
は
こ
の
本
の
販
売
総
代
理
店
で
あ
る
こ
と

が
、
鈴
木
智
夫
前
掲
書
（「
解
説
」
註
10
、
十
頁
）
に
よ
っ
て
初
め
て
確
認
さ
れ
た
。

（
５
）  
青
山
治
世
「
清
末
の
出
使
日
記
と
そ
の
外
交
史
研
究
に
お
け
る
利
用
に
関
す
る
一
調
査
」（『
現
代
中
国
研
究
』
第
二
十
二
号
、
二
〇
〇

八
年
）
四
十
一
頁
を
参
照
。

（
６
）  

『
癸
卯
旅
行
記
』
巻
下
、
五
月
七
日
に
「
予
等
就
停
車
場
食
堂
稍
憩
、
入
一
等
待
合
室
。
守
者
睨
視
久
、
蓋
華
人
向
不
乗
一
等
位
也
」
と

あ
る
。

（
７
）  

比
較
を
通
し
て
異
文
化
を
捉
え
よ
う
と
す
る
単
士
釐
の
観
察
姿
勢
は
、
三
月
十
五
日
の
日
記
に
お
け
る
「
且
予
得
一
覧
欧
洲
情
状
、
以

与
日
本
相
比
較
、
亦
一
楽
事
」
と
い
う
言
葉
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。

（
８
）  

単
士
釐
が
『
西
伯
利
鉄
道
』
を
引
用
し
た
回
数
は
九
回
に
及
ぶ
。
鈴
木
智
夫
前
掲
書
、
註
64
、
95
、
107
、
110
、
111
、
122
、
124
、
125
、
133
。

（
９
）  

梁
啓
超
は
旅
日
記
『
汗
漫
録
』「
一
八
九
九
年
十
二
月
十
九
日
」
で
「
吾
於
日
本
、
真
有
第
二
故
郷
之
感
」
と
言
う
（『
歴
代
日
記
叢
鈔
』

第
一
四
五
冊
所
収
、
学
苑
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
10
）
厳
安
生
『
日
本
留
学
精
神
史
―
近
代
中
国
知
識
人
の
軌
跡
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
一
年
）
第
四
章
「
在
日
留
学
生
と
日
露
戦
争
」
を

参
照
。

（
11
）  

黄
慶
福
『
清
末
留
日
学
生
』（
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
、
一
九
八
三
年
）
第
四
節
（
１
）「
拒
俄
学
生
軍
的
組
成
及
其
活
動
」、
周
一

川
『
中
国
人
女
性
の
日
本
留
学
史
研
究
』（
国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
〇
年
）
六
十
六
頁
、
及
び
鈴
木
智
夫
前
掲
書
註
５
は
、
東
京
で
「
拒
俄

運
動
」
に
参
加
し
た
包
豊
保
の
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

（
12
）  

佐
々
木
揚
前
掲
書
、
第
三
章
第
三
節
「
繆
祐
孫
の
ロ
シ
ア
調
査
」
を
参
照
。

（
13
）  

佐
々
木
揚
「
日
清
戦
争
後
半
期
に
お
け
る
清
朝
官
僚
の
ロ
シ
ア
派
遣
―
王
之
春
『
使
俄
草
』
と
楊
宜
治
『
俄
程
日
記
』
に
つ
い
て
」

（『
東
方
学
論
集
：
東
方
学
会
創
立
五
十
周
年
記
念
』、
一
九
九
七
年
）
を
参
照
。


